
１　学年・単元名　　第２学年　知っていることとつなげて読もう
『おにごっこ』（読むこと）
２　単元の目標

　　おにごっこの「あそび方」と「そのおもしろさ」について事例ごとに整理して読み，自分の経験とつなげて考えを発表することができる。
３　本時の目標（６/９時間）
５段落を自分の経験とつなげて読み取り，４段落の遊びにきまりをつけ足している段落であることがわかる。　      

４　本時の展開　太字：つまずきに対する手立て
	
	学習活動・主な発問
	指導上の留意点
	評価と
評価方法

	導　　　　入
	 ○前時までの内容を振り返る。

 ○学習のめあてをつかむ。
	 ○接続語に着目させて前時までを振り返り，５段落は今までの事例の書き方とは違うことに気付かせる。

	

	展　　開
	○５段落のおにごっこの説明を読み取る。


・「おにになった人は，みんな手をつないでおいかける。」です。

・このあそび方だとおにごっこがすぐおわると書いてあります。
・４段落の，おにがふえていくきまりだけだと，おにごっこがすぐに終わってしまうんだな 。

・「そこで」もう一つきまりをつけ足すということか。

	○「ところが」は，前に書いてあることに対して，反対のことをいう時などに使うことを，例文を挙げて確認させる。

	

	展　　開
	
・「おに」には，３人・４人と増えると手をつないで走るのは大変だけれど，力を合わせて追いかけるという楽しさが加わる。
・「にげる人」は，つかまりにくくなる。
○自分の経験とつなげて考える。

・みんなが手をつないだらあぶないよ。
・だから，２人か３人ずつ手をつないでするよ。　

 ・この遊び方だと，時間がかかりすぎて休み時間では終わらないからこのきまりではしないよ。

・力を合わせてというところは，「そうかなあ。」と思います。
○５段落の遊び方は，新しい遊び方の説明なのかを考える。


・「加わる」という言葉があるので，４段落のふえおにのつけ足しだと思います。
・新しい遊び方の説明ではなく，４段落をもっと長く遊ぶようにする例として書いてあるから，違うと思います。
	○「そこで」をキーワードに「おもしろさ」を見つけさせる。


○本文を読み取りながら自分の
経験と結び付けた発言がある
ときは，適宜拾い上げて筆者
の説明と比べさせる。

○挿絵の「おに」や「にげる人」が言っていると思う言葉を，読み取った内容から想像させ，吹き出しに書かせる。

○ペアで考えさせる。
○「加わる」「つけ足す」という
　キーワードに目を付けさせ，５段落の事例は，新しい遊び方なのかどうかを確認させる。
○筆者は，すぐに終わってしまうふえおにを長く遊べるようにした事例を示して，きまりをつけ足していることを理解させる。
	○「遊び方」と「そのおもしろさ」を正確に読み取っている。

（ワークシート）
○自分の知っていることとつなげて読むことができる。

　（発言）

○５段落は，４段落の遊び方に長く遊べるように決まりをつけ足した遊び方の説明だということが分かる。

　（ワークシート）



	ま　と　め
	○本時のまとめをする。
	
	


５　単元の評価規準

	 　　関心・意欲・態度


	    　　　　 読む能力


	  　言語についての

　　知識・理解・技能

	○身近な遊びの「おにごっこ」の説明を，自分の経験を思い起こしながら，主体的に読んでいる。


	 ○文章構成を理解し，言葉遣いの工夫を考えながら読んでいる。 

 ○事例の順序の工夫を考えながら読み，筆者の伝えたいことをとらえている。
	 ○遊びの説明にふさわしい言葉を理解している。




６　準備物      
ワークシート，挿絵
児童に見られるつまずき


　時間的な順序や事柄の順序を考えながら、内容の大体を読み、文章の内容と自分の経験を結び付けて、自分の考えをまとめることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　自分の経験を想起しながら挿絵に吹き出しを書く活動を通して、本文で説明している内容が具体的にどのようなことを表しているのか想像できるようにする








指導事例集ｐ．７５





資料：板書





資料：板書





５だんらくのおにごっこの「あそび方」や「そのおもしろさ」を読みながら，


５だんらくのやくわりを考えよう。





５だんらくのおにごっこの「あそび方」はどう書いてありますか。








そのあそび方の「おもしろさ」は，どう書いてありますか。





自分がしているおにごっこを思い出して，筆者が書いていることに「そうかなあ。」というところがあれば発表しましょう。





５段落のあそび方を，表に整理しますが，新しいあそび方として書いていいですか。





Cへの手立て


ワークシートに書かせることで，あそび方を具体的に想像させる。





ワークシート⑥





〈書く活動〉


読み取った内容に合うように「おに」や「にげる人」の言葉を吹き出しに書かせる。





Cへの手立て


友だちと，普段しているおに


ごっこについて話をさせる。





る。





・５だんらくは，おにごっこにきまりをつけ足してもっとおもしろくするためのれいとしてせつめいするやくわりがあった。








